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覚えていますか？いろいろな出来事 『広報伊万里』で振り返る１年

伊
万
里
市
の
こ
の
１
年

伊
万
里
市
の
こ
の
１
年

　
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
も
あ
と
わ
ず
か
で
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
に
と
っ
て
、
こ

の
１
年
は
ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
か
。

　
私
た
ち
が
住
む
伊
万
里
市
で
も
、
た
く
さ
ん
の
出
来
事
や
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、『
広
報

伊
万
里
』
を
も
と
に
、
市
の
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

【
11
月
】

●

市
民
図
書
館
に
開
館
20
周
年
を
記
念
し
て
『
森
永
太
一
郎
展
示
コ
ー

　
ナ
ー
』
を
開
設
《
21
日
》

●

Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ａ
工
業
株
式
会
社
（
波
多
津
町
）
が
新
工
場
建
設
に
伴
い
、

　
市
と
立
地
協
定
を
締
結
《
25
日
》

【
12
月
】

●

広
域
ご
み
処
理
施
設
『
さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
』
竣
工
式
を
開

　
催
（
１
月
４
日
供
用
開
始
）《
25
日
》

【
１
月
】

●『
伊
万
里
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
６
』
を
開
催
《
11
日
》

●

中
国
大
連
市
か
ら
修
学
旅
行
生
が
来
訪
。市
内
の
小
学
生
と
交
流《
13
日
》

【
２
月
】

●

玄
海
原
子
力
発
電
所
に
関
し
て
、
九
州
電
力
株
式
会
社
と
『
伊
万
里
市
民

　
の
安
全
確
保
に
関
す
る
協
定
書
』
を
、
佐
賀
県
と
『
原
子
力
発
電
所
の
安

　
全
確
保
に
関
す
る
協
定
書
に
係
る
覚
書
』
を
締
結
《
２
日
》

●

第
75
回
全
国
教
育
美
術
展
で
、波
多
津
東
幼
稚
園
が
『
地
区
学
校
賞
』（
教

　
育
委
員
会
賞
）
を
受
賞
《
26
日
》

●

民
謡
歌
手
の
渕ふ
ち 

英え
い

詔し
ょ
うさ
ん
に
市
観
光
大
使
を
委
嘱
《
28
日
》

【
３
月
】

●『
わ
が
ま
ち
・
わ
が
家
の
防
災
マ
ッ
プ
』
を
作
成
し
た
区
長
会
連
合
会

　
が
、
九
州
地
方
整
備
局
水
防
功
労
者
局
長
表
彰
を
受
け
る
《
18
日
》

●

福
岡
ヤ
フ
オ
ク
！
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー

　
ク
ス
の
オ
ー
プ
ン
戦
に
、
ゲ
ー
ム
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
協
賛
。
来
場

　
者
な
ど
約
３
万
人
に
観
光
や
地
域
産
品
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
《
19
日
》

【
４
月
】

●

株
式
会
社
ジ
ャ
ル
セ
ー
ル
ス
の
三み

輪わ

宗
一
郎
さ
ん
に
市
観
光
ア
ド
バ
イ

　
ザ
ー
を
委
嘱
《
１
日
》

●

中
国
木
材
株
式
会
社
（
広
島
県
）
が
新
工
場
建
設
に
伴
い
、
市
と
立
地

　
協
定
を
締
結
《
18
日
》

●『
馬
伏
雨
水
ポ
ン
プ
場
』
竣
工
式
を
開
催
《
23
日
》

●

佐
賀
・
長
崎
県
と
伊
万
里
市
、
有
田
町
な
ど
６
市
２
町
で
構
成
す
る
『
肥

　
前
窯
業
圏
』
が
、
文
化
庁
の
日
本
遺
産
に
認
定
《
25
日
》

【
５
月
】

●

有
限
会
社
伊
万
里
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
（
二
里
町
）
が
新
加
工
場
建
設

　
に
伴
い
、
市
と
立
地
協
定
を
締
結
《
13
日
》

●

波
多
津
小
学
校
で
波
多
津
東
小
学
校
と
の
統
合
前
最
後
と
な
る
『
第
30

　
回
一
輪
ピ
ッ
ク
』
を
開
催
《
15
日
》

●

塚
部
芳
和
市
長
が
中
国
大
連
市
か
ら
名
誉
市
民
称
号
を
受
け
る《
21
日
》

広
報
伊
万
里
平
成
28
年
１
月
号
〜

12
月
号
に
掲
載
し
た
主
な
出
来
事

写
真
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５
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写
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写
真
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写
真
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環境に配慮した
最新鋭の設備

1

全国津々浦々の
市民ランナーが集結
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市民の安全・安心を
守るために

3

5

４人目の市観光大使4
浸水被害の軽減で
新たなまちづくりを

３万人に伊万里をＰＲ6

地域の防災力が向上
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覚えていますか？いろいろな出来事

【
７
月
】

●

株
式
会
社
か
ね
は
食
品
（
大
坪
町
）
が
新
施
設
建
設
に
伴
い
、
市
と
立

　
地
協
定
を
締
結
《
６
日
》

●

沖
縄
県
久
米
島
町
、
佐
賀
大
学
と
『
海
洋
温
度
差
発
電
の
研
究
開
発
及お
よ

　
び
利
活
用
並
び
に
地
域
交
流
の
推
進
に
関
す
る
連
携
協
定
』
を
締
結

《
14
日
》  

　
　
　
　

【
８
月
】

●

片
山
善
博
さ
ん
（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
）
に
市
民
図
書
館
名
誉

　
館
長
を
委
嘱
《
６
日
》

●

伊
萬
里
ま
ち
な
か
一
番
館
の
２
階
に
『
Ｐポ

Ｏ
Ｒル

Ｔト

Ｏ 

３
３
１
６ 

Ｉ
Ｍ
Ａ

　
Ｒ
Ｉ
』
が
完
成
し
、
完
成
披
露
内
覧
会
が
開
催
《
７
日
》

●

市
物
産
観
光
振
興
協
議
会
が
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
観
光
を
Ｐ
Ｒ

　《
19
〜
25
日
》

●

市
消
防
団
夏
季
点
検
を
開
催
。
４
年
に
１
度
の
ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
大

　
川
分
団
が
３
連
覇
を
達
成
《
21
日
》

●

東
山
代
町
脇
野
地
区
の
夏
祭
り
で
『
脇
野
の
大
念
仏
（
県
重
要
無
形
民

　
俗
文
化
財
）』
を
奉
納
《
21
日
》

【
９
月
】

●

敬
徳
高
校
剣
道
部
が
塚
部
市
長
に
『
第
38
回
大
麻
旗
争
奪
高
校
生
剣
道

　
大
会
』
で
の
初
優
勝
を
報
告
《
２
日
》

●『
日
本
一
の
う
ち
ど
く
推
進
の
ま
ち
・
い
ま
り
』
を
宣
言
《
３
日
》

●

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｏ 

３
３
１
６ 

Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
で
、『
第
１
回
ド
ロ
ー
ン
サ
ミ
ッ

　
ト
』
が
開
催
《
17
日
》

【
10
月
】

●

中
国
大
連
市
第
18
期
公
務
研
修
生 

李リ 

瑩エ
イ

さ
ん
が
来
伊
《
５
日
》

●

南
波
多
町
府
招
地
区
の
愛あ
た
ご宕
権ご
ん

現げ
ん

神
社
秋
ま
つ
り
で『
府
招
の
浮
立
（
県

　
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）』
を
奉
納
《
９
日
》

●

伊
万
里
鍋
島
焼
協
同
組
合
が
鍋
島
藩は
ん

窯よ
う

秋
ま
つ
り
『
献
上
の
儀
』
で
、

　
ア
ル
ト
・
ヤ
コ
ビ 

オ
ラ
ン
ダ
駐
日
大
使
に
酒
器
（
間ま

取ど
り

吉き
っ

祥し
ょ
うチ
ュ
ー
リ
ッ

　
プ
唐か
ら

花は
な

紋も
ん

瓶へ
い

子し

）
を
献
上
《
11
日
》

●『
伊
万
里
ト
ン
テ
ン
ト
ン
祭
り
』
が
開
催
《
21
〜
23
日
》

●

眞
子
内
親
王
殿
下
が
大
川
内
山
を
ご
視
察
《
22
日
》

●『
い
ま
り
秋
祭
り
２
０
１
６
』・『
伊
万
里
牛
カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
１
６
』
を

　
同
時
開
催
《
22
・
23
日
》

【
11
月
】

●

伊
万
里
鍋
島
焼
協
同
組
合
が
『
献
上
の
儀
』
で
、
山
口
祥よ
し

義の
り

佐
賀
県
知
事

　
に
酒
器
（
色
鍋
島
外そ
と

濃だ
み

牡ぼ

丹た
ん

花は
な

散ち
ら

し
瓶へ
い

子し

）
を
献
上
《
９
日
》

●

市
民
図
書
館
と
図
書
館
フ
レ
ン
ズ
い
ま
り
が
、『
Ｌ
ｉ
ｂ
ｒ
ａ
ｒ
ｙ 

ｏ
ｆ

　
ｔ
ｈ
ｅ 

Ｙ
ｅ
ａ
ｒ 

２
０
１
６
』
で
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
シ
ッ
プ
賞
を

　
受
賞
《
９
日
》

●『
伊
西
地
区
高
校
生
市
議
会
』
が
開
催
《
11
日
》

写
真
16

写
真
11

写
真
12

写
真
13

写
真
14

写
真
15

写
真
17

写
真
10

11

多面的な交流と連携10

日本磁器のふるさと
として日本遺産に
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12
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オランダとの友好の印14

市民と共に歩んだ
図書館の 20 年

16

友好交流の足跡の証し９

市民図書館の
心強いアドバイザー

精鋭たちの統率力  

日本一のうちどく
推進のまちを宣言

鍋島の技をご視察15

16
高校生の視点で

市政について議論
17
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